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まもなく４月です。そろそろ桜も開花する頃

になりましょうか、季節もすっかり春らし＜

なってきました。

春と言えば、新河岸川流域各支川の川づくりの会

においても、水質調査や自然観察、春の川まつり

など、春のイベントが始まります。流域の人々と

ひとつになっての川遊びや体験学習など、交流の

機会が増えていくことでしょう。

今号では、そんな流域の学生さん達の総合学習等

の発表を通じて交流の機会を設けた「川でつな

がる発表会」や、回を重ねて第５回になりました

川づくり見学会「白子川見学会・交流会」の報告

などを掲載しています。
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第１回「川でつながる発表会」
小学生から大学生まで111・水に間する発表をして交流１
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の報告tl゛す１
　新一11-111沃城の昌之川で;t.3まざｌな川づくり活虻がI¶1民川体によ･jて1μ)れています，また，

川まつり｀,‘;をiiして流城n:民への坪解態成をほ-Ｊていまず，･.馳,呪敏内の各学校においても.

1｀ども遠の総白字il?教frの一環として川をテーマにした学:MfAiijがifわtlています.これらはｆともの

叫から11にX･jするllμ¥を深めるという点においてりましいも･ﾉ)とぢえらねます．

　二■JiitJi会ば. Ml.を-r-Vi二した総合学習をさ引こ多くの学校で取り組人でもらう　･助にすろ

ととも:こ，学習･研究成沢の梵表を:ざにて，流城什1り)jlへ,カ関心を醸成し. .Itづくり活虻ヘカ埋解を

深めてもらうことを目的:二丈胞しTtした．

・ムる:り1伺:ロリ. m:1の人ガが咄のようにり1から哨t!渡-.,た,゜j々り）ド‥,!り,:lf巾民会館

　ンヅーィｊにてIQい川;irごつながる允人会ｊを開能レ１した．

参λ7:した，小学校,Ｈ乞11･‘TVxl＼k.高校M2，人学２校の,ir Iり校

川や環境ｙ二‘刈する,凋査･研究の成沢を允表してもらいました，
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■ >■!11交洒iや｀荒j!lド流?"J Ill'jS哨所の榊さん一刀あいさつでｇを|剛j、

　はじめに基調ぶ演として.1肩、高校教諭のI目lh昂･lを'Eに新j=･jぷMl

　流域の川とJt!! If^　をテーマにお話しいただきました．

　11.日先生は．１となりのトト(りのビデオを見せたり．地形の桧を

　陥かせたりと．りむ11??とぇ)‥･体感のある､講演で会場を盛りllけて

くれました
会場狭しと歩き回る止田沢生．参加者の

liく地Ｓのノメージをチ・ツクしていま亨．

11頃の叱rｒ/:習の･LtL'41や

■そして発表へと続きます．まずはｙjヽ学校4校．五十音舶に、朝霞ffny.-Jill霞第三小学校．

　川越市々l寺111小学校､志木市政志木小学校､所沢iliヽy.牛沼小学校の咄に允表しました．

･濯llM‘2≫3t第Ξり字校

・一目jlの樫史について

‘属０川の水13なぜ遇明：
　邸力ヽ

最切の発表は糾XI気Ξ小学

校のttlさん凛で１．目の

凧目j,;の様子や，癩口11ぼこ

間ＪるSI&など'こついて飛

貪しttしyこ．

ひ如辞｣判

　ｔ員数月曜jl川の自然

ふ;りぃ学校の1:t4さんーは．

貳瀬川の自黙について発表

しまし7こ．工⊃シティぷ;ぞ;

さんから指導を僣17ている

とのことでしyこ．

衝
川越111立考r唇小７校

　わ1こし7こ５の新河岸川

　～わたした５に

　　　　でさること～

９尼小学校のｌt1さん遠13

断河岸川の;5れの矛巴と21

策について発表しまし1こ.

(TiR一体f‘;Ｒへのィンタ

ピューも蔓Ｓしたようでｉ.

所沢市宣4･18･｣･学校

　東川のｌt員について

牛:召･｣･学42の１ほさん凛1ま、

東川の環境についてﾀﾞそ表し

ました．実地揖１やインタ

ピコー．香箱や～ット検索

など、IS6こ調べている様

子ぴ伝わl)まし乙

- －

t-'J

Ｉ続いて中学校の免表です．朝霞市立朝霞第五中学校と和光市､l第二中学校の2校が発表しました．

朝霧r15立蛸ｎ男五中学校

　新河岸川と既川の

　　　　　　環境は今

朝皿笥五φ？咬t3、新河岸

川と荒JIIの現状についてＲ

戮しました．暑近な川の変

化や現状について知りたい

との思いから譚高曇貫－し

ているとのことでし1乙．

・i^'i!り間にば川づくり:生絹会ノじペーに

よるパ?･ルlふと蹟i･jj心川及ぴ?‘7.り||の航空

写頁|ふ』.を･1:極．川づくl巾1休･カ皆さんと

９,?Jμ叙．瓦'1リ.．|ふj1杓を妃て昼間を投げ

かけるj｀供たちなど. niづくりに'Ul'to'i:

,心を深めました．

　　　■･パネル展と出前水玖誼　石･航空゜ぢ真贋示

/ '　、
衝

和光市立第二(p学校

　川がｌる雙かな王９系

和光第二(ｐ学校IJ.ビ71

トーフの収りi&hri^fin

しました．７校に造っ1こビ

河卜－ブなこは様々Qi:^

物の・Ｓ系が凭られるぷう

です．なお､発Ｓの鈍－には

BStAも汲れまし7こ．

恥ヽ価
小・中孚校は、

発表§全員が

陽っての質疑

応苔になりま

した、

質問よりもお

糞めの呂葉が

多く聞かれま

した．

・休憩後はla校ｔの発表です.白山学園qJf部高４ｎと埼li県.1･.所沢,!りlil孚咬み2校が発人し

自出字ｌ男了色;高等科

　校Ｓを皿れる

　　　　　Ｕ野川の講１

後半ｇ、白田字ｌ高専1ぶの

■ａさんーの、･2内を71れ

ている立町jl;についての譚

・純艮応･ら冶まりました．

學節'こよる？;●の変動が大

きいようでした．

ぷa^ui ≪T≫mr≫iき竺li!玉累ぶ幻そ凸fliy≫7≪

■発表の最後は大学が2校です．東京理科大学と早稲田大学が発表しました．

東京理科大学

　これからの市民参加

　　の川づくりを弓える

～白子川整漏検討愈を

　　　　　　　通じて～

緊京瓊料大は11S艮●恥の川

づくりについてＲ－践水

匯岸１)提案や川づくりへの

es提起が;15りました．

　砂川7t:囃尽質£111

jt:字的水禍力哨及び?h

璋l n;:二よる氷筒K'S.)

研沢凸馬校のma/'､､ｊ'j

砂川flitのみ情調■:二つい
て鯉一しｉし･n. 9*t.r-

舗データ5111してい､き7こ

いＣのここでした.

　　　　　　(き)

皐福田大学

　１忿保全の恵一と

　　　　　活動紹介

許奎の発Ｒ校は皐樋田大字
です．校内にあるXltas・

の取り組みこついてＲ畏し
ましご．－真は冊聴西との
質疑応君の禄子でー．



;S n!41:TilLﾕj】111で二Jながる発表ａ

■発表後の総評は.砂川堀流城川づくり怒ａ会代表の水石文明さんに

　お願いしました．

　永石さんからは､調査は人事であり発表することがまた咀姿であること．

　川を学ぶには自然を知ることが人事であること､川づくりはいかに地城

　の人をぎき込むかが爪恒である‥．４のお話がありました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総了干は水石さんにお願いしました.

■そしてＭ後に表彰式を行いました．今回は令ての参加校に表彰状が

　授与されました．

　･目こは.表彰内容の朗読を時ちきれずS二予を仲ばす小学生があり、

　会場の笑いをａって､緊張がほころぶ一輛もありました．

　発表者のIM良い緊張球と傍聴晋のつくるアットホームな劣1陽気の中で、

　とても良い時間が共有できました．　　　　　　　表彰状を亭誼す肖３艮

アンケートで見る参加者Ｑ意見など１

こちらは.ｉ日の参加者に記入してもらったアンケートの集,什結果です.mb%の力がご回答下
さいました
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ＱＩ：「川でつながる発表会」の開催をどのようにして

　　　知りましたか？

　り11づくり連絡会メンバーから聞いた;が35. 7%で最も多

くなりましたがバその他，がrt.s%もありました. 'iti:

から伝えられたjl発去するｒどもから叫いたjなどが多

かったようです．
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Ｑ２：今回ような催しについて

　　　　　どのように思われますか？

　’こども達が新政川についてどのようなこ

とを･ぢえているかが分かった』が30.6％で

最も多く.次いで;こうした企両は川への住

民の関心を高めることにつながるjが26.5

％ｊ今後もこうした企画があったら参加し

たい，が173％となりました，

Ｑ３：今回の｢川でつながる発表会｣全体へのご意見・ご感想をお聞かせ下さい｜(自由回答)

きれいな川はそれを米来に向けて守っていさ.さたない川はそれなりに|゛|分たち1二でさることを

してきれいにしていきたいです．今回の｢川でつながる発友会1はいろんなことを2yしく知るこ

とができてよか･､たです．(埼=11県在住／小学生／な性)

基調講演が勉強会の役３;にもなり、また、多11t代が集う川づくりの会は重要だと思った．これに
参加1した小学生が今後も川に興味をもって活動してほしい．(束京都reft/20歳代／男性)

佇段あまり間心がなかったのですが､このような発表会に参加でき.水への興味を持つきっかけ

となりました．素敵な環境ができるように(私がでさることを)努力していきたいと思いました．
(埼)1県在住／20歳代／女性)

小学生の段階から川と日常生活の関係(川を汚すのは我々の生活に原囚がある等)に意識が及ん

でいることに驚いた．このような知識が広く普及するように.今日のような活動を人切にしてい

きたいと感じた．(埼玉県在住／20歳代／男性)

子ども達にこういう宛表のlgがあり．人人が聞いてn1111したり、感想をｊったりすることが.

･'やる気”につながっていくと思います．来年度もぜひＩ(埼Tli県在住／60歳代／な性)など
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食べて語っ･こ入曽のうどん１
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吻1浦の人曽ではひとn･前まで．うどんがバレのij（特別な田の食べＭ≫-'＞　I　．.　ｃ〃二一７

　そんなうどんをｆ打ちして.叫,わって,地域のくらしや承の歴史についてjlろうと；･i.　1ヽ老111

流域川づくり,li民の会｣の皆さんの企画が，リ1 21 1日JI川こ行わllました．

　うどんに釣らtlたわけではないと思いますが,地域仕民が多数りり11したこのihiik.'riii川Iカうど

んづくりからはじまります．老いもぞ7さもwttも女件も,杵．ﾐ卸1』とエプロンで8;'l:管jllは/し

チリてす．桁導者の動作に自･わせ.ああだこうだとｊいながらもうどんをつくります．こねて!りIぱ

してカットして.器用な人とそうでないﾒ，.うどんの太さもバうペラですが.そこXXffit ･_'･:-ない

のでご愛敬．ftぺてみt!ばやっばり叉味い･．皆てつく･j､たのだか･ｙその瓦叫､しさａ格別で

　午後は会議室で.地域のくらしや水の歴史;こついて｡liリあいまし

た．ゲストには．こちらもうどんに釣られた（？HUjllj長が迎え

られ. IfF'やカルタや特産,り,など．ひと八前の地域のようすをufi'i

てドさいました．参加者からは.戦前の人曽住民は魚や肉などの動

物性蚤白をなかなか収れなかったという話しがありました，また.水

が乏しくお米が11れず麦しかないようなt:地だｰ』たのでうどんがご

ちそうだったとのことでした.

　111長退席y）後も八･Afiいこ花が咲きます．戦前から人曽にfl:んでい

る人に少し前に越してきた人が質問したり.なり11しているrlyKUHt;

間の交流話しが盛り｜がったり‥それにしても皆,叉舶で楽しそう

なのはなぜでしょう？aりめて居合わせた力だっているだろう;こ？

　なるほど（同じか釜の飯jを食-）た仲間じゃないけれど．やっば

り美味しい食ISは人の心を豊かにするのですね．今時はいつでもど

二でも食べられるうどんですが．今日のうどんばかりは「八Ｌの川

のうどん」と111成りました！

　と,;‘うことで．楽しく過ごしたこの時間の続さは．次回i食べて

一１,て入曽のゆで一朗．を乞うご明持です！！

上D手ITちうどんづくりの様子

下･試食のようす　気Ｕしそう１

「河童のつづら検定」表彰式
　2 11 26 11 (t.)には、先に木紙でも細介した|河瓶のつづら検定、のみ彫人が行われよした．

　自然やｊい伝え.文化町など.地城の宝をクイズ;二し､そ７)クイズ;こ解答していくと|･1 1‘と自

分達の住んでいるまち(志木､liとその川辺μ)ことう;分か-Jていくというｊ･･μJ>.Ji-Jづら検定．

今同は．昨年の】If] ! []から12 M ISiiまで;ここj)検定を･２けたカヘカ＆化式になります．

　illj敬のつづらの?j誉館長である|柳淑|||のF11 11Xさ丈jが人のIlllXIrj-さ･ということもあ-ｙこ≒λ

彰は.llは横綱から. km . 関脇と相撲路f･r･･1蝋に認定格付が分かねています.残色jM;ら今:･･】

は横綱認定占がいませんでしたが、人関から利山jまでゐ･11リ、が＆彰されました．

　･頌しい!11:題が多か-Ｊたしi!}点はこカ次でいいんです．この!･1!定

を通して覚えたお゛ilを．今度は実際に行って|'1分の||でS､!てｉ:し

い．また、新たなお宅を允見したら．私たちに教えてドさい．１と

エコシティ志木代人の人田さん．過去から現11Eに残った地城カお

宝を未来に伝えていくためには.少しでも多く;/)夕、がお･i:;こ.μ1睨

しむことが人切なんですね．

　なお、友彰1?の内．人人にはi志.柘1111!j. rot:こは　地城のカ

ルタ|が授与されました．なお.解答占･にはもれなく･i･･J liリJつづ

ら検定～解答集～Jが配られました．

｢大聞丿認定の小字生に轟ｌ状を

ｆ渡すエコシティ志木代表の天田さん．



　を流ｵ!．吸鳩区三園地光において政則μJI!に合流する.流路延長約[Uko.流域而積約25k12の河川です．

　　かつては弐蔵野台地の湧水を集めて漉れる小川で. ＼Mの'人泉』と.J-jf,の山家も白印日こ湧き出

　る助水の多さからつけられと,iいます．しかしながら現４ﾐ,戦後の急激な宅地化男･によって掘りﾄﾞげら

　ねた河辺は.ll沃からﾄﾞ沢のほぼ令川でコンクリートの直r.^M|<:!を形成し.人々が川に近づくことがで

　さず.生物の'1:息環境も決して良好とはｊえない状況となっています．

　　今回の見学会では.l ,li民部刀11のjljづくりｊを呼びかけている4{京jll:科人学1で学部建築学科の't:徒さ

　んとJU:,｢･l｣人が提案する人泉地区の喫水水辺や間を含む.0 f-)llの紬1.流からびくに公園までの約,1

　kxlの現地見学を行９たm.&:見交換を行いました．
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小雪の降る中を歩いて見学しました１
　･芦成17年2n191: (上），見学会の当川は生憎の空校llでしたが，小･lfの卿い徴る中参な;した16

名は，|寒い|やI冷たい」と,卜た/;ヽj･のひとつも吐かずに，Ｍ力的;こ白子川を見て周りました．

　11な1,!7-ffli所は以ﾄﾞの3哨所です．また．今1･・|はパスを使わず沿川（IEに河川管削||通路）を歩

さながら見学しました．　　　　　　　　　◆大泉井順公園（水源地）：七福橋～火の橋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人泉非・公園」はn rillの源流になります．’|･･ r;:i源流・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水辺の会．木111さんから. l≪.≪(･j近の湧水をlkりむく1’1然，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　咄lh‘の湧水の危うさなどについて説叫がありました．

◆親水水辺空間等の提案蝸所：御図檎～三ツ橋

!11京j'l!６ 人の1りii;t'fから．以前;二;M水凋岸を提案した

ｉ所が直壁のjinrrti≪yi≪で一一されたこと．川沿いにU!

ａ中のマンシｊンとの共･-l*-ll≫の実現性などについて説

明がありました．

a〕川この一体ｌ)

な整L篇かでさな

かったものかと

巾川先１:3≪.S

そうでした！

外山揖下流には分譲マンシｌン

が建設中です．

r八の答赳いのaJの様子
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白子川原沢の様子

白子川プレート
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同匯712の■!iiさん

ーと只につくる、;11

への親しみを示す

「白子川フレート｣．

白子iWH二ij･のlこのフ

レートでいっ｢まiこな

るといいでー亨ね．

◆びくに公園（八の釜憩いの森）　　　　　　　　御武1●下流の化tittEii岸

jびくに公潮Jではり､のｉ勉いの森を･？りず1てる会．．１ﾋ11さんより、八の答憩いの森の湧水や比丘
ｉ　尼W I-.!wikにある２乙,の調整池の説明などがありま:した．

X･一一一一一一－－－－一一－－－－一一一一一一一・一一一一一一一一一－－－－－－－ノ

SI゛よ，　？

交流会での参加者の意見など。

|‘ぺ･八!？;1　；』1’‘l･! ，づ:- . >_;-

　自了･jl:見学会の後､練馬区.Iりり、泉地区区民館;こおいて交流会を1叩秘しま1.た．

　はじめ;こ、白ｒ川に関わる各:11体等からの報;'iとして.1'口り||源流･水辺の会、･4!京都UI以1.如･IM :･≫<:;

､XhAia?:、栽京理科人学から説明があり、その後. fl＼i応芥・ひ見交換をifいました．

　なお.:il会進行は砂川堀流域川づくり懇談会の水石さんにお願いしまＬた．

＜白子川に関わる各団体等からの報告＞

で’白jり||諌流・水辺の会1の活動≪:･.

　　　　　　　　　／T11り11源流・水辺の会;の翻||さん

･白β11の水貿と湧水に介ま才!る生彷;こついて一一･湧水:こよ７,て，

　鳥や昆虫.魚類．水生植物など．多くの生拘が４まU. |u代々代

　を練り返している．

･50口改llの必ｔl性を訂しく矧りたい．

･源減部の自然を活かした川づくりを希9!したい．など
東大泉唸区Ｚ民誼での交満会のll子

こ白于川£河川整備の以り絹み／販京都U!設.1.恥1μii!K.!h'''iu^の武ａさ八

･s11京都の河JI整備Ｊ)状況と白r･川の河11 1!?.'£の取り絹みについて･・i.t.i≫;'.[こ･li:＼J.i≫＼川･11地を確6!-4'る

　ことや凋節池によるX･j ;1;1を火施している．,など

つ白于川:こおける巾民ひ加のJ11づくり／咀京j'μ4j，学のiliJil'yL'l:

一白r川;こ関する河川整!iil提案までの1Hなと提案内容．今回j)経験をＭまえた

　ilf民参加の川づくりの課題･間題点について．

・地峨の1仕民』と沿川や流域で関心の.f5'.≪ I･li民jのギャパ/．

･ili民と行政のギャップを埋めないまま提案をしたことに1･1する反召と．

　反竹点を踏まえた提案のポイント．など

＜テーマに沿った意見交換＞

○新河岸川の他河川の状況について

・川ごとに抱えている問題が違うことを感じた(不老川)．

　　-一-一一、　卜一

肩、万万ドブヽ

｀へ

･砂川堀の上流郎では農地の中の自然護岸を歿しつつも護岸を崩さないようにするため、多自然型護岸

　にて取り組んでいる．

・柳瀬川の源流は水が少ないので、白子川の湧水は羨ましい．この湧水を使わない手はない．

０住民参加のについて

･白子川は源流がしっかりしているので､新河岸川の中では最も住民参加の川づくりがしやすいのでは

　ないか．きっかけさえつかめれば進むと思う．川をせき止めて魚遊びをするとか、きれいな水（湧水）

　に触れ、川に親しむ機会を設ければ良い．

・我々儲の主張としては、住民は「川の良さ」をわかっていないということ、住艮に「川の良さ」を分

　かってもらうこと、理解してもらうための行動を起こさなければならない．

・一つ良い河川整備の事例ができれば．住民の方もわかってもらえるのではないか．

・管理用通路の内１ｍを．例えば花壇にするなどして．地元の人に白由に使ってもらう．そんなことか

　らも川への関心や親しみが生まれると思う．

･源流まつりの運営からみると地元自治会は協力的である．しかしながら、川づくりの会員は皆仕事を

　持っているので、なかなか地域住民と話せないと酋う実態もある．できるだけ硲らいの機会をつくっ

　ていきたいと思う．　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

・市丿些生のaSにyやL?や;ようにワークショップrこの見学公･ｓ･112は.Vit･:r掌･II,4:城フ・－･.゛.と≪･'に１

を行うことも必要だろう． ｜て細一郎こr£勤をりうことで.･IIづく･j.ヽぷJ.',16゛｀:｀S4:･t:．１

・東京都の区部の川の管理は難しい．環境面での｜

　川の必要性も分かるが．住民の資産や安全を守｜

の韻1･t.また.mumにjJ;夕る円周な情報交換.Jむ!!｀11の１

促１に嘲持し．各1･1川でのurjくりrtfti-^yt'i!.二貞ｉる

i;Ξl‾i:ｉｉこ15茲陥■i昌司丿二tifAtfiに'゛”．
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　　　　イベンドカレ．ンダー

　　エコシティ志木イベント情報

　　川でつながる発表会にも出典して下さいました｢出前水族館｣！この春もあちらこちらの会場でお目に

　　かかれるようです！

　　第９回ハタザクラまつり(通算10回の節目に参加)

　　　～世界に１本、志木市｢市民の木｣を囲んで、ひと味違ったお花見を楽しもう～(gGｻﾞﾓﾔ、噸

　　日時:4月３日(日)午前10時～午後３時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓ごjlJ丿lj

　　場所：チョーショーィン跡地(志木三小となり、柳瀬川側)　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　ｔ4太．圭太甫糟倍拾准昌､7､－､ｙl.、　　　　　　　　　　　　　　　　参加費は共に無料、主体：志木市環境推進員のつどい

柳瀬川・野鳥ウオッチング＆水族館

日時:4月16日（土）午前９時～11時半

集合：志木中学校前の柳瀬川の土手

問合せは(048-471-4257)毛利まで

(1)野鳥調査柳瀬川に沿って約４Ｋｍ弱を散歩しながら調査

(2)魚類調査お待たせ！柳瀬川水族館が好評です！

こちらも好評をいただいており

ご家族でどうぞ！

ます ｢こどもとおとなの自然塾｣

春の野草を見てみよう

日時:4月24日（日）午前９時～11時半※雨天中止
集合：東武東上線「柳瀬川」駅のサミット前広場
持物：単記用具、図鑑、スタンプカード

案内：田村キミエさん

ツパメの子育てを見てみよう

ヘ宍
！暖かな春の日に身近な自然観察を

　　　　　　参加費は共に200円

(中学生以下は無料、家族は全員で１名扱い)、

　　　　問合せは(048-471-2211)

　　志木市立教育サービスセンターまで

日時：５月21日（土）午前９時～11時半※雨天中止

集合：東武東上線「柳瀬川」駅のサミット前広場

持物：筆記用具、図鑑、スタンプカード

案内：毛利将範さん

　　奮って

参加してケロっ！

白子川と流域の水環境を良くする会　お知らせ

白子川では、現在４箇所での水質調査を実施していますが、白子川と流域の水環境を良くする会では、

その内、和光市の白子湧水群の調査を以下のとおり実施しています。興味のある方は是非ご参加

下さい。

日　時：毎月第２土曜日　午前10時～12時　　　染　合：白子コミュニティセンター（ロビー）

内　容：湧水や井戸など５～６箇所の水質調査　　問合せ:048-464-5545 (須貝）

新所沢事務所通信 ５年8ケ同の問，

ご利鴎あ1,1がと,うございきした
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　これまでご愛顧いただきました新所沢筝務所は、平成１７年３月２７日(日)をも５まして閉鎖する

こととなりました。５年８ヶ月の閲、新河岸川流域の皆さまにご利用いただきましたことを心より

感謝いたします。なお、里川しんぷんや、当川づくり連絡会の活動についてのお問い合せは、

以下の事務局までお気軽にどうぞ！

　　　　　　　　バイパ～イ！
嵯甑

年～酉年まで

痙
　　　　お世話になりました!
4ｿ到‰

｀゛‾’

寂し

ｸﾌJ7

ます　１

●連絡先

〒115-0042東京都北区志茂5-41 -1

新河岸川流域川づくり運絡会　事務局

　(国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所調査課内)

TEL　: 03-3902-3220　FAX　:03-3902-2346

URL : http:∧wwwaraor.jpoarage shingashi

E-mail : shin6ashi@ara.orJD
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